
下京の 
市民しんぶん下京区版 

4・15
推計人口 男 女 
75,457人 34,820人 40,637人 
世帯数　38,557世帯 

（平成18年3月1日現在） 

����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

http://www.city.kyoto.jp/shimogyo/下京区役所ホームページ 

パソコン   
http://www.city.kyoto.jp/koho/cc/ 
携帯電話  
http://www.city.kyoto.jp/koho/m/cc/

市政情報総合案内コールセンター 

京都いつでもコール 午前８時～午後９時 

６６１・５８５５ ＦＡＸ ６６１・３７５５ 電話 

市への問い合わせに年中無休でお答えします。 

次のホームページから 
送信できます 電子メール ( )
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東本願寺御影堂東本願寺御影堂は御修復御修復中（20062006年3月現在現在）です 東本願寺御影堂は御修復中（2006年3月現在）です 

あわ    しま   どう そう   とく   じ  わ     がた しょうぎょういん 

富小路通六条上る 
　保元3（1158）年のある日、この地で平清盛の乗る馬が急に

動けなくなった。不思議に思い、あたりを掘り起してみると地

蔵尊が現れたという。この地蔵尊は、弘法大師の作で元は六条

河原の刑場に祀られていたが鴨川の氾濫で埋もれていたもの

と伝わる。高さが8尺もある石仏は「駒止地蔵」と呼ばれ、地蔵

盆が行われるなど子どもの守護として地域の信仰を集めてい

る。 

こま   どめ れん  こう    じ 

 いち　 ひ　　　め  あん　ざん ごく　らく　じ  よ　　つぎ じょう とく    じ 

岩上通塩小路上る 
　宗徳寺は、応永年間（1394～1427）に行阿（ぎょうあ）上人によ
り創建。境内の粟嶋堂は、宝徳年間（1449～1451）に南慶（なん
けい）和尚が、紀伊国の淡島から粟嶋明神を勧請して上洛の途中、
急に御神体が重くなったことからこの地に祀ったと伝わる。
古来より女性一生の守り神、特に婦人病平癒の神さまとして
信仰を集め、与謝蕪村（よさぶそん）が娘の病気平癒に参拝したお
り、お百度参りをする
女性の姿を詠んだとい
う句碑も建っている。 

東洞院通塩小路下る東入 
　その昔、洛中と伏見を結ぶ竹田街道には、牛馬車が通りやす

いように、車輪が通る下に「輪形の石」と呼ばれる凹形の石が

敷かれていた。ある夜、信心深い村人

の夢にお告げがあり、その石の１つ

を掘り起こしてみると、立派な地蔵

尊が現れた。慶長5（1600）年3月16日

の朝のことという。村人たちは、これ

を「輪形地蔵」と呼んで、お堂を建てて

祀った。以来、道を行く人の交通の安

全を守るお地蔵さまとして信仰を集

めている。 

 

河原町通五条下る一筋目西入 
　延暦14（795）年、平安京の官営市場である東市・西市を守護

する神社として、桓武天皇の勅命により堀川七条の地に創建。

その後、豊臣秀吉の命により現在地に移った。市場の守護神と

して、日本最初の中央卸売市場である京都市中央卸売市場第

一市場をはじめ、全国に分社がある。市寸嶋比賣命（いちきしまひ

めのみこと）のほか５体の祭神が全て女神であり、女人守護の神

社として信仰を集めて

いる。 

富小路通五条下る 
　安産地蔵は、本堂の本尊である阿弥陀如来の右脇に祀られ

ている。その名は、源頼朝の側室で

ある丹後局（たんごのつぼね）がこの地

蔵尊に安産を祈願し、後に薩摩守護

職となった島津忠久（しまづただひさ）

を産んだことに由来すると伝わる。

また、天正年間（1573～1592）の頃、

迷子になっていた子どもを家まで

送り届けたという説話があり、「手

引地蔵」とも呼ばれていた。 

富小路通五条下る 
　上徳寺は、慶長8（1603）年に徳川家康により建立。境内の世

継地蔵は、明暦3（1657）年、子を失ったある信者が世継に恵ま

れるようにと寺に参籠したところ、

７日目の夜、夢に地蔵尊が現われ「わ

れを石に刻み祈念すべし」と告げられ、

その尊像を石に刻み祈念するうちに、

子を授かり家運長久したものと伝わ

る。現在では、京の「よつぎさん」と親

しまれ、信仰を集めている。 

じん　 じゃ 

じ     ぞう じ     ぞう 

じ　　ぞう じ 　ぞう  

粟嶋堂（宗徳寺内） 輪形地蔵（正行院内） 駒止地蔵（蓮光寺内） 

市比賣神社 安産地蔵（極楽寺内） 世継地蔵（上徳寺内） 
 

（堂内の参拝は事前に申込みが必要） 
拝観時間  9:00～17:30 
拝 観 料  無料 
1　075-371-2332

拝観時間  9:00～16:00 
 
拝 観 料  無料 
1　075-351-7885

拝観時間  10:00～16:00 
拝 観 料  無料 
1　075-351-3066

拝観時間 7:00～18:00
拝 観 料  無料 
1　075-361-2775

拝観時間  非公開。 但し、団体の場合 拝観時間  9:00～17:00　 
拝 観 料  無料 
1　075-351-4360

区
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
区
役
所
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
下
京
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
下
京

・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、
下
京
区
基
本
計
画
に
掲
げ
る「
の

ん
び
り
ゆ
っ
た
り
歩
く
ま
ち
構
想
」に
基
づ
き
、
マ
ッ
プ「
下

京
ま
ち
な
み
散
歩
４
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
１４
年
度

に
「
下
京
ま
ち
な
み
散
歩
１
」
を
発
行
し
て
以
来
、
年
度
毎

に
版
を
重
ね
、
今
年
度
で
４
作
目
の
完
成
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
３
作
目
に
引
き
続
き
下
京
の
ま
ち
を
走
る
「
通

り
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
名
前
の
由
来
な
ど
と
と
も
に
、

通
り
沿
い
に
あ
る
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
。
ま
た
、
歩
く
モ
デ
ル
ル
ー
ト
と
し
て
「
下
京
の
寺

社
巡
り
南
コ
ー
ス
」（
下
段
に
詳
細
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
歩
け
ば
、
通
り
の
歴
史
と
と
も
に
下
京
の
今
の
息

づ
か
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。マ
ッ
プ
を
手
に
と
り
、

下
京
の
「
ま
ち
な
み
散
歩
」
を
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
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）

「
下
京
ま
ち
な
み
散
歩
４
」
の
発
行
並

び
に
「
歩
く
モ
デ
ル
ル
ー
ト
」
の
設
定
は

「
下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
メ
ン
バ

ー
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
区
民
・
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
結

実
と
い
え
る
も
の
で
す
。
様
々
な
立
場
の

方
々
が
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
京
都
市

全
体
の
活
力
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。

「
下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
昨
年
度
か
ら
、
区
内
を
楽
し
く

快
適
に
歩
い
て
い
た
だ
こ
う
と
、
歩

く
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
前
回
の
「
源
氏
ゆ
か
り
の
地
コ

ー
ス
」
に
続
き
、
今
回
は
「
下
京
の

寺
社
巡
り

南
コ
ー
ス
」を
設
定
。
交

通
の
安
全
を
守
る
と
い
わ
れ
る
お
地

蔵
さ
ん
や
女
性
の
守
り
神
な
ど
、
地

域
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
寺
社
巡
り
コ

ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
京
都
駅
の
近
く
か
ら

富
小
路
通
五
条
の
辺
り
ま
で
を
歩
く

も
の
で
す
。「
源
氏
ゆ
か
り
の
地
コ
ー

ス
」
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

歩
く
モ
デ
ル
ル
ー
ト

まちづくり推進課や

観光案内所などで配布中

「
下
京
の
寺
社
巡
り

南
コ
ー
ス
」

マップ「下京まちなみ散歩４」より

パートナーシップで
進めるまちづくり

京
都
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本
�
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